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始まりは、算数の教科書の挿絵にあった花の芽でした。 

 

「虹色のあさがおを咲かせたい」という子どもたちの願いをもとに立ち上がったプロジェクト、通称「虹プ

ロ」。自分で選んだ植木鉢で朝顔を育てたい、自分たちの目で見て朝顔の種を買いに行きたい。そんなこだ

わりをもち、1年生の子どもたちと朝顔とのくらしは始まっていきました。 

Ｓさんの「朝顔の種はおへそを上にして植えるんだよ」という言葉を発端に、朝顔の種を観察しておへそ

探しをした子どもたち。ぽっこりしたくぼみを見つけたＭさんは、「これがおへそ？私のとは全然違うけど、

種にもおへそがあるんだね。人間と一緒だ」と、種の観察を通して、新たな発見をする姿がありました。 

一人一人がそれぞれの思いを抱き、5 月 16 日についに朝顔の種を植えるときがやってきました。子ども

たちは、自分で植えたい種を選び、マイ植木鉢に植えました。Ｃさんは「種類によって、種の色や大きさが

違うね。おもしろい」と種の色や形の違いを感じながら、一粒一粒のお

へその位置を確認しながら丁寧に植えている姿がありました。Ａさんは、
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朝顔の種を手に取り植えました。

「どうしてこの朝顔にしたの？」と聞くと、「白い線が入っているのがと

ってもかわいいから。早く咲くのが見てみたい」とワクワクした笑顔で

話す姿がありました。Ｈさんは、お姉さんが以前育てた朝顔から採れた

種を小瓶いっぱいに持って来てくれました。他の朝顔の種に比べるとや

や小さめの種。それを見たＹさんは、「朝顔の種が大人になって、生まれてきた赤ちゃんの種なんだね。こ

の赤ちゃんはどんな花が咲くのかな。私はこの種を植えたい」と話しました。植物の命のつながりを感じて

いるＹさん。きっとＹさんはこの一粒の種

を大切に育て、その先も、そしてもっと先の

未来の朝顔の命をも見据えて育てていくの

だろうと思いました。「虹プロ」を通して、

植物を育てることの面白さや植物の不思議

さ、そして命を守ることの大変さや喜びを

子どもたちと共に味わっていける活動にな

るといいな、と思いました。 

1年 1組 
朝顔と共に在る わたしたちのくらし 

～虹色の朝顔を咲かせたい～ 

Ｓさん：「これはなんの花が咲くのかな？」 

Ｔさん：「朝顔じゃない？」 

教師：「朝顔って何色のお花が咲くのかな？」 

Ｋさん「朝顔って虹色のお花が咲くんだよ！」  

子どもたち「え～！！！咲かせてみたい！」 
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さて、もう一つのプロジェクトはＴさんの発案「朝顔トンネルを

つくろう」です。学級園にみんなで遊べる、大きな朝顔トンネルを

つくるために、学級園にもたくさんの朝顔の種を植えました。自分

の身長ほどもある大きさの鍬を持ち、畑を耕すＲさん。「重たい」と

手から伝わる鍬の重さや、土の重さを肌で感じていました。メジャ

ーを使って、「30ｃｍ間隔で植えていこう」と 30ｃｍずつに穴をあ

けて種を植えていくＫさん。「30ｃｍずつのやり方教えて」とＫさんに集まってくる子どもたち。「30 の次

は 60で、次は 90…」「９+３=12だから次は 120ｃｍかな？」とい

う子どもたちの会話を聞いて、正直私は驚きました。もはや子ど

もたちがやっていることは、算数の世界でした。必要感から生ま

れる子どもたちの学びの姿。子どもたちは「朝顔」という対象に

思いを巡らせてかかわる中で、教科の枠を越え、主体的に「自分

事」として学びに向かっていこうとしています。これから朝顔と

共にぐんぐん成長していく子どもたちの姿が楽しみです。 
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「あさがおさん おはよう！」 

Ｔさんは、毎日学校に来るとすぐに自分の朝顔にあいさつをしに

行きます。そして、「先生、今日ね、くきがこんくらい太くなって

たよ」と、日々の朝顔の細かな成長を伝えてくれます。お友だち

の朝顔がどんどん咲き始めると、「僕の朝顔さんは、いつ花が咲く

かな」と期待に胸を膨らませていく姿がありました。数日後、つ

いにその時がやってきました。いつものルーティーンをしに外へ

出ると、「わ～咲いている！！」と歓喜の声を上げるＴさん。「先

生、ついに咲いたよ、ついに咲いた！」と興奮気味に伝えにきて

くれました。一緒に朝顔を見にいくと、「これが僕の朝顔さんです」とにっこりした表情で、初めて咲いた

朝顔を紹介してくれました。この様子を見て、なんだか私も嬉しい気もちになりました。 

 

「先生、ちょっと来て。僕の朝顔すごいことになってる」 

そう言ってきたのは、Ｋさんです。何がすごいことになっているのだろ

うと思い、ついていってみると、そこには、Ｋさんよりも身長が大きく

なっているＫさんの朝顔がありました。「見て見て～、もう僕よりも大

きくなっちゃった。これ、どこまで行くんだろう？」とにこにこしなが

ら、自分の朝顔の成長に喜びを感じ、誰かに伝えたくなっているＫさん

の思いが溢れていました。 

 

「しぼんで落ちちゃった朝顔さん、なんだかもったいない」 

そう言いながら、咲き終えてしぼんでいる朝顔を見つめているＲさんの

姿がありました。「ここの所、色が濃くなっている」と指をさしながら、

色の濃淡に興味をもって話すＲさん。そんなＲさんに私は、「こすり染め

して色がつくから、もしかしたら、水を入れたら色水になるかもしれな

いね」と話しました。すると、Ｒさんはすかさずビニール袋に水としぼ

んだ朝顔を入れてもみもみし始めました。「わ～きれい」と、みるみるう

ちに鮮やかな紫色に変身していく色水の様子を見て、Ｒさんや周りにい

た子どもから歓声が上がります。「わたしもやってみたい」「花だけじゃな

くて、葉っぱでも色水が作れるんじゃない？やってみよう」と次々に朝顔

の色水づくりが始まっていったのです。「絵の具ではこんな色にはならな

いよ」という、Ｍさん。『わたしの朝顔』だからこそ感じるこだわりの色

水。青、紫、緑に染まっていく色とりどりのわたしの色水。Ｙさんは、「な

んだか冷たくて、気持ちいい」とその色水を何度も何度も頬に当て、から

だで感じていました。 

 

「朝顔の色水でスライムをつくりたい」 

スライムの作り方を休み時間に理科の先生に教えてもらった子どもたち。

もしかしたら、自分たちの朝顔の色水でも作れるのではないかと発案して

くれたＳさん。さっそくみんなで作ってみることにしました。絵の具では

作ることのできない、「わたしだけの朝顔のスライム」。完成したスライム

を手にしたＴさんは、「これは、ぼくの宝物だから、家に飾る」と言って大切にケースにしまっていました。 
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教科書の挿絵から始まった、朝顔と

のくらし。朝顔と共に在る生活が、今

の私たちのくらしを支えています。朝

顔に思いをかけ、思いがけなさに出合

い、新たな発見をしながら共に歩んで

いく子どもたち。朝顔を取り巻く「こ

と」が「自分事」になり、朝顔を大切

に育てていく子どもの姿がそこには

ありました。 

 

 

 

 

 

～余談～ 

朝から学級園で朝顔のお世話をしていた時のことです。Ａさんが「朝顔って生きてるのかな？」と話しま

した。みんなに「どう思う？」と投げかけると、Ｇさんが「生きてるよ。だって、毎日成長してるもん。つ

るがどんどん伸びてるよ」と話しました。Ｔさんが「ぼくたち、毎日ご飯たべて大きくなってるでしょ？朝

顔にも毎日水をあげたり、たまに肥料あげたりして大きくなってるから生きてるよ」と続きました。朝顔も

それを育てているみんなと同じように成長しているということを毎日のお世話や観察を通して感じている

のだなと思いました。突然、Ｓさんが「ちょっとみんなに聞いてみたいことがあるんだけど」と語り始めま

した。「あのね、あさがおさんのお誕生日っていつなんだろう？」と話しました。そこから、「朝顔の誕生日

論争」がはじまったのです。 

なかなか話の終着点は見つかりませんでしたが、朝顔の誕生日を巡った話し合いに子どもたちの熱い思い

を感じる時間になりました。 

話し合いの後に、Ｋさんは「ねえねえ、もしお誕生日が決まったらさ、その時は私たちのお誕生日の時の

ように、大きな帽子をつくってあげて、生まれてきてくれてありがとうっていってあげよう」と話しました。

1組では、お誕生日の日には、お誕生日ハットをかぶってお祝いします。自分の朝顔にも、同じようにお祝

いしたいと願う子どもの姿に、朝顔がわたしたちの暮らしの一部になり、大切な命として思いを巡らせてい

ることを感じました。子どもたちの問いや願いが溢れる朝顔との暮らしをこれからも大切な宝の時間にし

ていきたいと思います。 

Ｍさん：わたしは、種を植えた日が誕生日だと思う。 

Ｈさん：いや、芽が出た日だと思う。だって土から出た日だもん。 

Ｇさん：花が咲いた日でしょ。 

Ｂさん：ぼくは、朝顔が咲いて、枯れて、種になった時だと思うよ。 

Ｓさん：花が咲いた日って言うけど、朝顔は毎日咲くし、一斉に咲くわけではないから、誕生日が決められな

いよ。 

Ｎさん：わたしは、7月 1日にお母さんから生まれてきたんだよ。だから、生まれてきた日を誕生日にしてあ

げたいな。 

Ｏさん：でも、どれが生まれてきたってことになるの？誕生日を私たちで勝手に決めていいのかな？ 

Ａさん：でも、朝顔さんに誕生日がないのはかわいそう。私たちにも誕生日があるんだから。 


